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私は，毎日の生活を清潔に，健
やかに，美しくすることで，

人々のQOLの向上を目指す花王で，
2004年にキャリアをスタートしま
した。それ以来，すでに20年以上
にわたり，研究開発を通じてモノづ
くりに携わっています。
　感覚科学研究所では，製品に付与
する香りの開発とともに，匂い物質
や人に関する基盤研究を行っていま
す。香料の揮散や付着の動態，新規
香料の創出といった物質科学，受容
体応答や菌解析などの生物学，さら
に心理学の立場から生活者の意識や
行動を探る研究まで広くカバーして
います。大学の実習で行うような純
粋な心理学実験もあれば，心血を注
いで作った新製品についてのマーケ
ティング調査，トレンド解析やニー
ズ調査など社会学的手法を使うこと
もあり，対象も手法もさまざまです。
　私自身は感情心理学の観点から，
香りに限らず五感刺激が心身へ及ぼ
す影響を検証し，その知見を事業に
活かす提案をしています。最近では，
愛着のわく美容液，没入感のある入
浴剤，ポジティブ感情の誘導を目指
すヘアケア製品などに携わりました。

心理学の知見で，製品に単なる機能
以上の心地よさや心への働きかけを
与える試みです。私たちの研究が，
使う方に安らぎや前向きさをもたら
す可能性を想像すると，大きなやり
がいを感じます。
　入社当時，心理学を専門とする研
究員は私を含めわずか2名でしたが，
今ではチームとして仕事を分担でき
るまでに増え，学生インターンも積
極的に受け入れています。モノづく
りの現場では，皮膚や細胞の生化学
だけでなく，心と生活歴を持つ「人」
として生活者を理解したい，という
情熱を仲間から感じていて，そのチ
ームの中で役割を持つことができる
ことは喜びです。
　心理学を学んで良かったと思う
のは，二つの強み「科学性」と「実践
性」に支えられているからです。心
理学は見たり触れたりできない主観
状態を扱うため，信憑性のない素朴
な解釈や一過性の流行に陥らないよ
う，科学的手法を重視します。この
アプローチは他分野とも共通性が高
く，研究紹介や異分野の話をうかが
う際の共通言語になります。もう一
つの強みである実践性は，臨床心理

学に象徴されるように，目の前の人
と向き合う場で発揮されます。同僚
でも実験参加者でも他社の方でも，
一人ひとりの個性と想いを尊重す
る態度を持っていれば，理解と共感，
信頼が深まり，助け合う仲間，同じ
目標をめざす仲間が増えていきます。
長く勤めると，リーダーとして後輩
に向き合う時間も増えます。「前の
上司には遠慮があって言えなかっ
たのですが」と打ち明けてくれたり，
「話してみて考えがすっきりしまし
た」と言ってもらえる瞬間に，傾聴
を学んで良かったと感じます。社外
講演の機会もありますが，私は繰り
返し「心理学は役に立つ。私が実例
です」と伝えています。もし，すで
に心理学を学んだ方やこれから学ぶ
方が「社会の役に立つのか」と不安
になったら，どうか自信を持ってく
ださい。科学性と実践性という二つ
の強みは，さまざまな形で必ず役に
立ちます。もちろん，心理学だけで
は解けない課題も多くあります。し
かし，多彩な仲間を味方にすれば，
挑戦できる幅は確実に広がります。
仲間と協働するときは，共通言語と
しての科学性，相手を尊重する実践
性を，ぜひ活用してください。
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